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そ
こ
で
編
集
局
で
は
、
査
読
を
公
正
に
行
い
、
投
稿
論
文
の
質
的
向
上
を
は
か
っ
て
い
く
と

い
う
包
括
的
な
目
的
を
確
認
し
た
う
え
で
、『
書
学
書
道
史
研
究
』
投
稿
規
定
・
執
筆
要
領
・
査

読
規
定
の
改
定
へ
の
第
一
歩
と
し
て
、
他
学
会
の
事
例
を
広
く
調
査
し
て
編
集
局
原
案
を
ま
と

め
ま
し
た
。
そ
の
後
２
０
２
２
年
10
月
29
日
、
盛
岡
大
会
同
日
に
開
か
れ
た
第
３
回
理
事
会
で

発
議
し
、
以
後
、
審
議
を
重
ね
て
き
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
議
論
が
進
ん
で
い
る
の
は
、
論
文
と
は
異
な
る
性
格
を
も
つ
原
稿
の
取
り
扱
い
、
投

稿
時
の
原
稿
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
作
成
等
に
つ
い
て
で
す
。
た
と
え
ば
、「
論
文
」
は
「
独
創
性
の

あ
る
実
証
的
・
理
論
的
研
究
の
成
果
報
告
な
ど
」、「
研
究
ノ
ー
ト
」
は
「
独
創
的
で
学
術
的
価
値

を
有
す
る
資
料
紹
介
・
調
査
・
考
察
・
解
説
・
報
告
」
と
し
て
両
者
の
性
格
の
違
い
を
示
す
こ

と
で
、
研
究
目
的
や
ね
ら
い
を
明
確
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
投
稿
者

に
と
っ
て
原
稿
作
成
の
助
け
と
な
る
よ
う
「
原
稿
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
設
け
ま
す
。
そ
の
内

容
例
と
し
て
は
「
同
内
容
の
も
の
を
他
に
投
稿
中
で
は
な
い
」「
本
原
稿
の
内
容
に
つ
い
て
、
他

の
査
読
誌
に
は
未
掲
載
の
も
の
で
あ
る
」「
他
の
出
版
物
の
著
作
権
、
人
権
を
侵
害
し
て
い
な
い
」

と
し
た
研
究
倫
理
に
関
わ
る
事
項
、
日
本
語
が
母
語
で
な
い
場
合
に
「
日
本
語
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て
い
る
」
と
し
た
使
用
言
語
に
関
す
る
事
項
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
を
付
す
こ

と
に
よ
り
、
形
式
的
な
チ
ェ
ッ
ク
に
加
え
、
論
文
全
体
を
見
直
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

現
在
、
導
入
に
際
し
て
の
詳
細
を
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。

上
記
の
投
稿
と
連
動
し
て
く
る
原
稿
査
読
の
観
点
や
判
定
に
関
わ
る
事
柄
に
つ
い
て
は
、
特

に
慎
重
な
審
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
審
議
を
経
て
、
学
会
誌
第
34
号
投
稿
に
際

し
て
適
用
で
き
る
規
定
に
す
る
た
め
、
改
定
に
関
す
る
全
体
像
を
引
き
続
き
理
事
会
に
は
か
り
、

今
秋
の
大
会
で
開
か
れ
る
総
会
に
お
い
て
改
定
案
を
報
告
で
き
る
よ
う
目
指
し
て
い
ま
す
。

『
書
学
書
道
史
研
究
』
編
集
業
務
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
投
稿
原
稿
の
ほ
か
大
会
で
の
講

演
録
や
特
集
企
画
、
学
術
動
向
に
関
す
る
論
考
な
ど
、
企
画
局
・
渉
外
局
・
振
興
局
・
広
報
局

と
の
連
携
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
形
に
で
き
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
実
務
に
あ
た
っ
て

は
、
会
計
局
・
事
務
局
へ
の
打
診
や
相
談
が
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
編
集
局
内
は
も
と
よ
り
、
各
局
と
の
連
携
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
会
員
の

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
ご
叱
正
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
学
会
誌
の
更
な
る
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
今
後
と
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
編
集
局
長
）
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『
書
学
書
道
史
研
究
』
の
更
な
る
充
実
に
向
け
て

萱　

の
り
子

　

例
年
よ
り
早
い
桜
の
開
花
と
と
も
に
、
長
か
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
の
自
粛
生
活
が
緩
和
さ
れ
始
め

て
い
ま
す
。
学
会
の
活
動
で
は
２
０
２
２
年
４
月
に
第
17
期
の
新
体
制
が
発
足
し
、
一
年
余
り

が
経
ち
ま
し
た
。
編
集
局
は
、
菅
野
智
明
前
局
長
よ
り
業
務
を
引
き
継
ぎ
、
目
下
『
書
学
書
道

史
研
究
』
の
編
集
に
尽
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

編
集
局
は
、
新
旧
体
制
に
お
い
て
呼
称
自
体
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
前
期
ま
で
は
「
学

会
誌
、
機
関
紙
誌
そ
の
他
の
編
集
に
関
す
る
業
務
」
と
そ
の
対
象
が
広
か
っ
た
の
に
対
し
、
今

期
か
ら
は
「
学
会
誌
の
編
集
に
関
す
る
業
務
」
と
専
一
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
第
17
期
編

集
局
（
萱
の
り
子
・
下
田
章
平
・
永
由
徳
夫
・
井
田
明
宏
・
正
岡
知
晃
）
で
は
、
こ
れ
ま
で
培

わ
れ
て
き
た
土
台
の
上
に
、
学
会
誌
を
更
に
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
責
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
度
に
お
い
て
は
、『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
32
号
の
編
集
と
並
行
し
て
、
研
究
誌
充

実
の
た
め
に
課
題
と
な
る
事
柄
を
検
討
す
べ
く
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
に
、「
投
稿
規
定
」「
執
筆
要
領
」
に
関
す
る
検
討
が
あ
り
ま
す
。
近
年
の
動
向
を
見

て
み
る
と
、
中
堅
・
若
手
研
究
者
に
よ
る
論
文
の
投
稿
が
増
え
て
き
て
お
り
、
論
考
の
テ
ー
マ

や
観
点
も
多
様
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
書
学
書
道
史
研
究
の
進
展
に
つ
な
が
る

喜
ば
し
い
状
況
で
す
。
し
か
し
一
方
で
は
、
掲
載
さ
れ
る
論
文
の
水
準
を
保
持
・
向
上
さ
せ
て

い
く
た
め
の
方
策
を
講
じ
る
こ
と
や
、
多
様
な
分
野
に
わ
た
る
査
読
者
を
確
保
す
る
こ
と
等
が

早
々
に
求
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
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10
時
00
分
～
12
時
00
分	

研
究
発
表
（
３
～
４
本
程
度
）

　

12
時
00
分
～
13
時
00
分	

記
念
撮
影
、
昼
食

　

13
時
00
分
～
14
時
10
分	

講
演
「
日
本
の
書
流
（
仮
）
」

			




古
谷
稔
氏
（
東
京
国
立
博
物
館
名
誉
館
員
・
本
学
会
名
誉
会
員
）　

　

14
時
10
分
～
14
時
20
分	

閉
会
式

			




閉
会
式
後
、
道
風
記
念
館
に
て
特
別
展
「
人
と
書
～
日
本
の 

			




書
の
息
吹
～
」
見
学

◆
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
春
日
井
へ
の
ア
ク
セ
ス

　

Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
「
春
日
井
駅
」
下
車
・
北
口
よ
り

　

・
徒
歩
20
分

　

・
名
鉄
バ
ス
「
鳥
居
松
」
下
車
、
西
へ
徒
歩
２
分

　

・
か
す
が
い
シ
テ
ィ
バ
ス
東
北
部
線
・
東
南
部
線
「
市
役
所
」
下
車
す
ぐ

（
〒
４
８
６
―
０
８
４
４　

愛
知
県
春
日
井
市
鳥
居
松
町
５
―
44
）

◆
春
日
井
市
道
風
記
念
館
へ
の
ア
ク
セ
ス

　

Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
「
勝
川
駅
」
下
車

　

・
徒
歩
30
分

　

・
か
す
が
い
シ
テ
ィ
バ
ス
南
部
線
「
道
風
記
念
館
」
下
車
す
ぐ

（
〒
４
８
６
―
０
９
３
２　

愛
知
県
春
日
井
市
松
河
戸
町
５
―
９
―
３
）

◆
宿
泊
施
設
に
つ
い
て

　

役
員
、
会
員
と
も
に
各
自
で
手
配
願
い
ま
す
。

　　

お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

書
学
書
道
史
学
会
事
務
局

　
　

〒
１
０
０
―
０
０
０
３　

東
京
都
千
代
田
区
一
ツ
橋
１
―
１
―
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

パ
レ
ス
サ
イ
ド
ビ
ル
７
Ｆ 

（
株
）
毎
日
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
内

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ:
０
３-

６
２
６
７-

４
５
５
０　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ:

０
３-

６
２
６
７-

４
５
５
５

　
　
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

maf-syogaku@mynavi.jp

第
33
回 

書
学
書
道
史
学
会
大
会
開
催
の
お
知
ら
せ　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

企 

画 

局

　

今
年
度
の
書
学
書
道
史
学
会
大
会
は
、
10
月
28

日
（
土
）
、
29
日
（
日
）
の
両
日
に
わ
た
り
、
文

化
フ
ォ
ー
ラ
ム
春
日
井
お
よ
び
春
日
井
市
道
風
記

念
館
に
お
い
て
、
対
面
方
式
で
の
開
催
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
開
催
に
際
し
て
は
、
感
染
症
対
策

の
徹
底
を
図
り
ま
す
が
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で

対
面
方
式
に
よ
る
参
加
が
困
難
な
方
に
は
、
事
前

に
お
申
し
出
い
た
だ
く
こ
と
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
参
加
も
可
能
と
す
る
よ
う
に
対
応
し
ま
す
。

　

詳
細
お
よ
び
参
加
申
込
に
つ
い
て
は
、
９
月
下

旬
に
「
大
会
の
し
お
り
」
と
し
て
研
究
発
表
の
レ

ジ
ュ
メ
と
と
も
に
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
。
現

時
点
で
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
開
催
方

法
は
「
大
会
の
し
お
り
」
の
発
送
の
後
に
も
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
終
的
に
は
学
会
Ｈ
Ｐ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
承
知
お
き
く
だ
さ

い
。

　

皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

◆
理
事
会

10
月
28
日
（
土
）

　

11
時
00
分
～		



文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
春
日
井
・
会
議
室

◆
大　

会

10
月
28
日
（
土
）

　

12
時
00
分
～		



受
付
開
始

			




文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
春
日
井
・
視
聴
覚
ホ
ー
ル

　

13
時
00
分
～
14
時
00
分	

開
会
式
、
総
会

　

14
時
00
分
～
17
時
00
分	

研
究
発
表
（
５
～
６
本
程
度
）

10
月
29
日
（
日
）　
　
　
　
　
　

			




文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
春
日
井
・
視
聴
覚
ホ
ー
ル
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今
年
度
の
書
学
書
道
史
学
会
大
会
は
、
上
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
会
員
各
位
に

は
、
日
頃
の
研
究
成
果
を
意
欲
的
か
つ
積
極
的
に
発
表
い
た
だ
き
た
く
、
左
記
の
要
領
で
募

集
し
ま
す
。

記

①�

開
催
日
／
方
法
…
10
月
28
日
（
土
）
、
29
日
（
日
）
／
対
面
で
の
発
表
を
原
則
と
し
ま
す

が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
発
表
に
切
り
替
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
そ
れ

に
応
じ
た
Ｉ
Ｔ
機
器
を
扱
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

②
発
表
時
間
…
各
30
分
（
発
表
20
分
、
質
疑
応
答
10
分
）

③�

申
込
方
法
…
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
、
右
記
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
件

名
に
は
必
ず
「
書
学
書
道
史
学
会
大
会
発
表
申
込
（
※
発
表
希
望
者
氏
名
を
付
す
）
」
と

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
本
文
の
冒
頭
に
「
所
属
・
氏
名
・
連
絡
先
」
を
記
し
た
の
ち

に
、
発
表
内
容
の
題
目
お
よ
び
発
表
内
容
の
要
旨
を
レ
ジ
ュ
メ
（
８
０
０
字
程
度
）
に
ま

と
め
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

④�

レ
ジ
ュ
メ
…
原
則
と
し
て
、
ワ
ー
プ
ロ
（
テ
キ
ス
ト
形
式
、W

o
r
d

フ
ァ
イ
ル
形
式
の
い
ず

れ
か
）
で
作
成
し
、
申
込
時
の
Ｅ
メ
ー
ル
に
、
フ
ァ
イ
ル
を
添
付
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ

い
。

⑤
申
込
締
切
…
６
月
30
日
（
金
）
必
着

⑥�

発
表
者
の
決
定
と
連
絡
…
７
月
９
日
（
日
）
開
催
予
定
の
常
任
理
事
会
に
て
協
議
・
決
定

し
、
採
否
の
結
果
は
個
別
に
連
絡
い
た
し
ま
す
。

⑦�

レ
ジ
ュ
メ
集
の
公
開
…
上
記
の
「
大
会
の
し
お
り
」
（
９
月
下
旬
配
付
）
に
は
、
研
究
発

表
レ
ジ
ュ
メ
集
を
添
え
る
予
定
で
す
。
こ
の
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
出
い
た
し
ま

す
。

※
注
記

・�

大
会
の
発
表
者
に
つ
い
て
は
、
学
会
誌
『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
34
号
へ
の
投
稿
申
込
が

あ
っ
た
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
の
で
、
改
め
て
学
会
誌
へ
の
投
稿
申
込
を
行
う
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

・�

学
会
誌
へ
の
論
文
投
稿
締
切
は
、
令
和
６
年
３
月
31
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
投
稿
後
、

原
稿
掲
載
の
採
否
は
論
文
査
読
委
員
会
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。
採
否
は
論
文
査
読
委

員
会
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

第
33
回 

書
学
書
道
史
学
会
大
会
研
究
発
表
者
募
集
要
項　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

企 

画 

局

◆
一
般
会
員　

田
中
美
恵
子
（
東
京
都
立
竹
早
高
等
学
校
）

陳　

世
銘
（
台
北
医
学
大
学
）　

樋
口
弓
弦
（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
）

◆
学
生
会
員　

井
上
雅
喜
（
大
東
文
化
大
学
大
学
院
）

内
野
陽
菜
（
筑
波
大
学
大
学
院
）

華　
　

樺
（
筑
波
大
学
大
学
院
）

章　

楚
弦
（
大
東
文
化
大
学
大
学
院
）

髙
橋
杏
奈
（
筑
波
大
学
大
学
院
）

趙　

素
雅
（
筑
波
大
学
大
学
院
）

陳　

雪
柯
（
大
東
文
化
大
学
大
学
院
）

陳　

雪
溱
（
東
京
大
学
大
学
院
）

鄭　

天
貽
（
関
西
大
学
大
学
院
）

陶　

花
源
（
筑
波
大
学
大
学
院
）

龐　
　

博
（
大
東
文
化
大
学
大
学
院
）

又
場
唯
斗
（
大
東
文
化
大
学
大
学
院
）

万　

恬
甜
（
大
東
文
化
大
学
大
学
院
）

沐　

屹
蕾
（
大
東
文
化
大
学
大
学
院
）

楊　

春
雨
（
広
島
大
学
大
学
院
）

李　
　

瀟
（
兵
庫
教
育
大
学
大
学
院
）

　
　
　
　
　

※
令
和
４
年
７
月
～
令
和
５
年
４
月
に
申
請
さ
れ
た
方

新
入
会
員
紹
介　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
事 

務 

局
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２
０
２
３
年
度
書
学
書
道
史
学
会
例
会
の
お
知
ら
せ 

 
 
 

　

 

企 

画 

局

　

今
年
度
の
例
会
は
、
７
月
９
日
（
日
）
午
後
にZoom

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ラ
イ
ブ
配
信

と
し
て
開
催
し
ま
す
。
例
会
へ
の
参
加
は
無
料
で
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

13
時
30
分		



　

理
事
長
挨
拶
・
趣
旨
説
明

　

13
時
35
分
～
15
時
05
分	

　

研
究
発
表

　

①
13
時
35
分
～
14
時
20
分	

 

「
李
瑞
清
・
曾
煕
に
見
る
「
鋸
体
」
に
つ
い
て
」

			



　
　
　

佐
藤
汰
一
（
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｊ
中
学
・
高
等
学
校
講
師
）

　

②
14
時
20
分
～
15
時
05
分

　 	 
「
新
発
見
の
廉
泉
「
小
萬
柳
堂
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

			




　

 

―
張
瑞
図
《
行
書
玄
都
壇
歌
寄
元
逸
人
詩
》
初
探
―
」

			




　
　
　

剣
持
翔
伍
（
兵
庫
県
立
美
術
館
学
芸
員
）

　

15
時
10
分
～
16
時
30
分	

　

講　

演

			



 

「
小
萬
柳
堂
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
廉
泉
と
日
本
人 

			




　

の
交
流
」

			




　
　
　

戦
暁
梅
氏
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）

◆
講
師
紹
介

戦
暁
梅
（
せ
ん
ぎ
ょ
う
ば
い
）
氏

　

中
国
吉
林
省
長
春
市
生
ま
れ
。
総
合
研
究
大
学
院
大
学
文
化
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

修
了
。
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
外
来
研
究
員
、
東
京
工
業
大
学
准
教
授
を
経
て
現

職
。
博
士
（
学
術
）
。
専
攻
は
比
較
文
化
、
日
中
近
代
美
術
史
。
著
に
『
鉄
斎
の
陽
明
学
』

（
単
著
、
勉
誠
出
版
）
、
『
近
代
中
国
美
術
の
胎
動
』
、
『
近
代
中
国
美
術
の
辺
界
』
（
と

も
に
共
編
、
勉
誠
出
版
）
等
多
数
。

◆
申
込
方
法

　

７
月
２
日
（
日
）
ま
で
に
、
下
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ま
た
は
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
い
た
だ
き
、
必
要
事
項
を
入

力
の
上
ご
送
信
く
だ
さ
い
。
例
会
の
前
日
ま
で
に
、
参
加
の

Ｕ
Ｒ
Ｌ
と
資
料
等
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。　

　
　
　

https://forms.office.com/r/iP2km8akhj

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

①
李
瑞
清
・
曾
煕
に
見
る
「
鋸
体
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

汰
一

　

中
華
民
国
初
期
、
李
瑞
清
（
１
８
７
６
～
１
９
２
０
）・
曾
煕
（
１
８
６
１
～

１
９
３
０
）
は
と
も
に
上
海
へ
移
り
、売
芸
活
動
を
行
っ
た
遺
老
で
あ
る
。
両
者
は
「
鋸

体
」
と
称
さ
れ
る
筆
画
の
「
揺
ら
ぎ
」
を
強
調
さ
せ
た
新
奇
な
書
風
で
一
世
を
風
靡
し
、

上
海
芸
苑
を
牽
引
し
た
領
袖
と
し
て
も
知
ら
れ
る
書
家
で
あ
る
。
彼
ら
に
か
か
る
先
行

研
究
は
多
岐
に
わ
た
り
、
こ
れ
ま
で
に
年
譜
・
図
録
の
刊
行
な
ど
も
整
備
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
両
者
の
同
一
古
典
の
臨
書
作
例
に
鑑
み
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
鋸
体
」
の
表

現
に
異
な
る
一
面
が
あ
る
こ
と
は
、
十
分
に
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、「
梅

庵
は
喜
ん
で
鼎
彝
、
漢
中
石
門
の
諸
刻
、
劉
平
国
、
裴
岑
、
張
遷
、
礼
器
、
鄭
道
昭
、

爨
龍
顔
の
属
を
学
び
、
自
ら
北
宗
と
号
す
。
季
子
は
則
ち
石
鼓
文
、
夏
承
、
華
山
、
史
晨
、

太
傅
、
右
軍
、
大
令
を
学
び
、
尤
も
鶴
銘
、
般
若
を
好
ん
で
、
自
ら
南
宗
と
号
し
、
以
っ

て
相
敵
す
。」（
李
瑞
清
『
清
道
人
遺
集
』）
と
、
互
い
に
両
者
の
嗜
好
の
相
違
に
自
覚

的
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
付
会
の
説
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
本
発
表
で
は
、
李
・
曾
両
者
を
踏
ま
え
た
「
鋸
体
」
の
「
揺
ら
ぎ
」
に
着

目
し
、
両
者
間
の
「
揺
ら
ぎ
」
の
表
現
の
差
異
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
推
察
さ
れ
る
両
者

独
自
の
書
法
観
を
明
瞭
に
し
た
い
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
筆
画
の
「
揺

ら
ぎ
」
に
よ
る
表
現
効
果
に
対
し
再
認
識
が
促
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
表
現
に
取

り
入
れ
多
用
し
た
近
代
の
書
法
の
再
評
価
に
も
一
石
投
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る

か
ら
で
あ
る
。

　

本
発
表
の
検
討
方
法
と
し
て
は
、
ま
ず
李
・
曾
個
別
の
「
揺
ら
ぎ
」
の
年
代
的
変
化
・

傾
向
を
示
し
、
か
つ
彼
ら
の
書
論
（
題
跋
を
含
む
）
と
表
現
と
の
関
連
性
を
整
理
す
る
。

そ
の
う
え
で
「
揺
ら
ぎ
」
の
比
較
検
討
を
行
い
、
両
者
に
見
ら
れ
る
表
現
の
差
異
を
明

ら
か
に
し
た
い
。
こ
の
際
、
張
大
千
や
胡
小
石
、
李
健
な
ど
、
李
・
曾
の
門
弟
の
書
法
や
、

「
鋸
体
」
に
括
ら
れ
な
い
「
揺
ら
ぎ
」
を
用
い
る
童
大
年
と
い
っ
た
書
家
の
作
例
も
参

考
に
し
、「
揺
ら
ぎ
」
の
表
現
の
実
態
に
迫
り
た
い
。

（
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｊ
中
学
・
高
等
学
校
講
師
）
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②
新
発
見
の
廉
泉
「
小
萬
柳
堂
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

　
　
　
―
張
瑞
図
《
行
書
玄
都
壇
歌
寄
元
逸
人
詩
》
初
探
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

剣
持　

翔
伍

　

兵
庫
県
立
美
術
館
が
所
蔵
す
る
「
梅
舒
適
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
中
に
、
張
瑞
図

（
１
５
７
０
～
１
６
４
１
）
筆
の
《
行
書
玄
都
壇
歌
寄
元
逸
人
詩
》（
明
・
天
啓
５
年

（
１
６
２
５
）、
１
巻
、
絹
本
墨
書
、
２
４
・
２
×
２
０
５
・
７
㎝
）
が
伝
わ
る
。
作
品
に

備
わ
る
巻
子
袋
や
遺
さ
れ
た
多
く
の
鑑
蔵
印
を
み
る
と
、
当
該
作
品
は
泰
州
の
宮
氏
兄

弟
（
本
昴
・
玉
甫
）
の
手
を
経
て
、中
国
近
代
に
詩
人
と
し
て
活
躍
し
た
廉
泉
（
１
８
６
８

～
１
９
３
１
）
が
旧
蔵
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
小
萬
柳
堂
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
1
点

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

廉
泉
に
つ
い
て
は
、
豊
富
な
明
清
の
書
画
を
収
蔵
し
て
日
本
に
請
来
し
た
こ
と
が
知
ら

れ
、
近
年
で
は
収
蔵
品
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
交
流
（
鈴
木
洋
保
、
１
９
９
５
・
１
９
９
６
・ 

１
９
９
９
）、
書
簡
・
日
記
類
を
手
掛
か
り
と
し
た
日
本
に
お
け
る
収
蔵
品
展
覧
の
状
況

（
戦
暁
梅
、
２
０
１
８
・
２
０
２
２
）
な
ど
に
対
し
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
廉
泉

の
旧
蔵
品
に
関
し
て
は
、
展
覧
し
た
作
品
の
目
録
（『
小
萬
柳
堂
鑑
蔵
書
画
展
観
総
目
録
』

（
大
正
３
年
（
１
９
１
４
））
に
東
京
美
術
学
校
で
開
催
さ
れ
た
「
小
萬
柳
堂
鑑
蔵
書
画

展
覧
会
」
の
出
品
リ
ス
ト
）
や
作
品
写
真
を
掲
載
す
る
書
籍
（
東
京
美
術
学
校
編
纂
『
小

萬
柳
堂
劇
蹟
』（
大
正
３
年
、
審
美
書
院
）
な
ど
）、
雑
誌
に
よ
っ
て
も
そ
の
一
端
は
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
日
本
国
内
に
現
存
す
る
廉
泉
の
旧
蔵
品
に
つ
い
て
は
、

東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
１
点
、
大
阪
市
立
美
術
館
５
点
、
関
西
大
学
内
藤
文
庫
２
点
、

さ
ら
に
東
京
国
立
博
物
館
の
８
４
４
点
が
計
上
さ
れ
る
（
邱
吉
、
２
０
２
１
）。
と
こ
ろ

が
以
上
の
成
果
を
参
照
す
る
と
、
廉
泉
旧
蔵
品
の
多
く
が
絵
画
で
あ
り
、
特
に
彼
が
蔵

し
た
明
清
の
書
跡
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
具
体
的
な
作
品
の
実
像
が
つ
か
み
切
れ
て
い
な

い
状
況
に
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
本
発
表
で
は
、
は
じ
め
に
こ
の
度
新
発
見
さ
れ
た
当
該
書
跡
の
概

要
を
示
す
。
こ
の
際
、
廉
泉
が
自
身
の
収
蔵
品
を
披
露
す
る
「
南
湖
扇
面
美
術
館
」
を

建
て
る
な
ど
彼
が
神
戸
と
密
接
な
関
係
を
有
し
た
こ
と
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
当
該
作

品
の
伝
来
も
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
近
代
書
画
流
入
史
に
重
要
な
位
置
を

占
め
る
小
萬
柳
堂
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
再
評
価
を
試
み
、
当
該
作
品
の
受
容
史
的
意

義
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
い
。

（
兵
庫
県
立
美
術
館
学
芸
員
）

講　

演

　

小
萬
柳
堂
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
廉
泉
と
日
本
人
の
交
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戦　

暁
梅 

氏

　

小
萬
柳
堂
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
中
国
書
画
コ
レ
ク
タ
ー
・
詩
人
廉
泉

（
１
８
６
８
～
１
９
３
１
）
が
所
有
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、
そ
の
う
ち
の
多
く
は

現
在
日
本
に
残
さ
れ
て
い
る
。
所
有
者
廉
泉
は
清
末
民
国
期
の
中
国
江
蘇
省
無
錫

の
出
身
で
、
字
は
恵
卿
、
号
は
南
湖
ま
た
は
南
湖
居
士
、
岫
雲
山
人
、
小
萬
柳
堂
、

世
外
人
な
ど
。
上
海
で
出
版
社
「
文
明
書
局
」
の
経
営
に
携
わ
り
（
１
９
０
６
～

１
９
２
１
）、
そ
の
間
中
国
で
い
ち
早
く
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
を
導
入
し
た
こ
と
で
も

知
ら
れ
て
い
る
。

　

大
正
３
年
（
１
９
１
４
）
４
月
、
廉
泉
は
東
京
大
正
博
覧
会
に
参
加
す
る
た
め

に
百
点
余
の
中
国
書
画
を
携
え
て
初
め
て
来
日
し
、
４
カ
月
ほ
ど
滞
在
し
た
。
そ

の
後
昭
和
２
年
（
１
９
２
７
）
ま
で
計
６
回
日
本
に
来
て
お
り
、
と
く
に
大
正
８

年
（
１
９
１
９
）
ま
で
の
５
回
は
、
毎
年
の
よ
う
に
日
本
を
訪
れ
、
長
く
滞
在
し
た
。

小
萬
柳
堂
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
日
本
に
お
け
る
展
示
、
図
録
出
版
、
譲
渡
を
め

ぐ
り
、
大
村
西
崖
、
瀧
精
一
、
狩
野
直
喜
、
内
藤
湖
南
な
ど
の
日
本
の
美
術
史
や

中
国
学
の
学
者
、
ま
た
三
島
中
洲
、
末
松
青
萍
な
ど
の
漢
詩
人
と
深
く
交
友
関
係

を
築
い
た
。

　

本
講
演
で
は
、
廉
泉
初
来
日
の
背
景
と
そ
の
活
動
を
概
観
し
た
う
え
で
、
そ
の

日
本
人
と
の
交
流
に
つ
い
て
紹
介
し
、
こ
れ
ら
の
交
流
活
動
の
書
画
収
蔵
史
や
美

術
史
に
お
け
る
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）
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◆
編
集
局

『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
33
号
の
編
集
に
つ
い
て

◇
投
稿
論
文
…
２
０
２
３
年
３
月
末
日
締
め
切
り
の
投
稿
論
文
８
件
の
う
ち
形
式
規
定
を
満
た
す
７

件
を
受
理
し
、
第
33
号
の
学
会
誌
刊
行
に
向
け
て
編
集
を
開
始
ま
し
た
。
７
件
の
論
文
は
査
読
を
経

た
後
、
採
択
論
文
は
『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
33
号
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

◇
特
集
「
西
林
昭
一
先
生
の
ご
功
労
」（
仮
）
…
２
０
２
２
年
７
月
に
ご
逝
去
さ
れ
た
西
林
昭
一
先

生
の
本
学
会
斯
界
へ
の
多
角
的
な
功
労
功
績
を
顕
彰
し
、
今
後
の
研
究
へ
の
指
南
と
す
る
た
め
、
編

集
局
で
特
集
を
企
画
し
、
５
氏
に
異
な
る
観
点
か
ら
執
筆
（
各
氏
の
タ
イ
ト
ル
は
未
定
）
い
た
だ
き

ま
す
。

　

①
「
学
会
創
設
時
期
か
ら
理
事
長
在
任
時
の
功
労
」【
中
村
伸
夫
】 

　

②
日
中
書
法
学
術
交
流
【
河
内
利
治
】　
　

 

　

③
事
典
・
叢
書
等
の
書
籍
編
纂
【
横
田
恭
三
】 

　

④
中
国
書
学
と
書
作
の
姿
勢
【
澤
田
雅
弘
】 

　

⑤
書
跡
鑑
定
【
小
川
博
章
】

◇
講
演
録
「
祖
父
・
清
六
か
ら
聞
い
た
兄
・
宮
沢
賢
治
」
…
盛
岡
大
会
で
の
宮
沢
和
樹
氏
に
よ
る
講

演
録
を
も
と
に
、
広
報
局
に
て
取
り
ま
と
め
た
原
稿
を
掲
載
し
ま
す
。

◇
「
学
界
展
望
」
…
２
０
２
１
年
度
～
２
０
２
２
年
度
に
わ
た
る
日
本
領
域
の
研
究
成
果
に
関
す
る

論
考
を
山
口
恭
子
氏
に
寄
稿
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

◇
「
書
評
」
も
し
く
は
「
新
刊
紹
介
」
…
本
誌
で
取
り
上
げ
る
べ
き
書
籍
の
推
薦
を
随
時
（
第
33
号

掲
載
分
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
３
年
５
月
中
）
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
複
数
の
著
作
候
補
が
届
い

た
場
合
に
は
、
編
集
局
で
対
象
本
を
検
討
し
て
決
定
い
た
し
ま
す
。

「
投
稿
規
定
」「
執
筆
要
領
」
の
改
定
に
つ
い
て

　

巻
頭
で
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
現
在
、「
投
稿
規
定
」「
執
筆
要
領
」
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。「
論
文
」「
研
究
ノ
ー
ト
」
を
は
じ
め
と
す
る
原
稿
の
性
格
、
投
稿
前
の
原
稿
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
な
ど
に
つ
い
て
、
第
34
号
投
稿
時
の
適
用
を
目
指
し
て
理
事
会
に
お
い
て
審
議
を
重
ね
て
い

ま
す
。
改
定
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
い
た
し
ま
す
。
投
稿
の
際

に
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
記
載
の
「
投
稿
規
定
・
執
筆
要
領
」
お
よ
び
「
別
紙
様
式
」
最
新
版
を
ご
確

認
の
う
え
、
様
式
に
沿
っ
た
原
稿
作
成
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
の
積
極
的
な
ご
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
局
長　

萱
の
り
子
）

◆
企
画
局

　

今
年
度
の
大
会
は
、
春
日
井
市
道
風
記
念
館
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
同
館
の
特
別
展
を
見
学
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
会
員
各
位
に
は
、
積
極
的
に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
く
、
ま
た
研
究
発
表
に
も
奮
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
な
お
、
７
月
の
例
会
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ラ
イ
ブ
配
信
に
よ
る
初
の
試
み
と

な
り
ま
す
。
こ
ち
ら
に
も
、
上
記
の
要
領
で
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 

（
局
長　

菅
野
智
明
）

◆
渉
外
局

学
会
誌
32
号
の
Ｊ
―
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
登
載

　

令
和
４
年
10
月
31
日
刊
行
の
『
書
学
書
道
史
研
究
』
32
号
（
２
０
２
２
年
）
を
本
年
３
月
31
日
に

独
立
行
政
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
運
営
の
Ｊ
―
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
（
ジ
ェ
イ
・
ス
テ
ー
ジ
）

で
公
開
し
、
本
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
。
今
号
に
は
論
文
８
件
の
ほ

か
、
学
界
展
望
や
書
評
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。

そ
の
他

　

日
本
学
術
会
議
協
力
学
術
研
究
団
体
よ
り
協
力
学
術
研
究
団
体
の
実
態
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
が
届

き
、
局
内
で
諮
り
つ
つ
回
答
し
ま
し
た
。

　

本
学
会
が
入
会
し
て
い
る
日
本
書
道
文
化
協
会
よ
り
、
登
録
無
形
文
化
財｢

書
道｣

特
別
揮
毫
会

の
ご
案
内
が
、
ま
た
東
方
学
会
よ
り
、
第
67
回
国
際
東
方
学
者
会
議
、
第
４
回
中
国
文
化
研
究
国
際

論
壇
の
ご
案
内
が
届
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
本
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

し
た
。

　

（
局
長　

富
田　

淳
）

◆
振
興
局

研
究
促
進
助
成
金
制
度
に
つ
い
て

　

２
０
２
３
年
度
「
研
究
促
進
助
成
金
制
度
」
に
よ
る
研
究
計
画
の
募
集
を
開
始
し
ま
し
た
。
本
制

度
は
、
研
究
に
専
心
で
き
る
よ
う
諸
手
続
を
可
能
な
か
ぎ
り
簡
便
に
設
計
し
た
魅
力
的
な
研
究
助
成

制
度
で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
２
０
２
３
年
度
募
集
要
項
／
研
究
促
進
助
成
金

制
度
」
を
ご
参
照
の
う
え
、
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

研
究
促
進
助
成
金
そ
の
他
振
興
局
所
管
業
務
に
関
す
る
ご
質
問
や
ご
意
見
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

本
会
報
一
面
の
㈱
毎
日
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
内
事
務
局
（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：maf-syogaku@mynavi.

jp 

担
当
：
松
井
裕
希
氏
）
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　　

（
局
長　

成
田
健
太
郎
）

各
局
報
告
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４
月
９
日　

	

第
１
回
常
任
理
事
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）

４
月
23
日　

	

第
１
回
理
事
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）　

５
月
15
日	

第
45
号
《
会
報
》
発
行
及
び
発
送�

　

（
以
上
は
執
行
済
み
）

６
月
１
日	

「
研
究
促
進
助
成
金
制
度
」
申
請
受
付
（
～
７
日
）

６
月
30
日　

 	

第
33
回
大
会
発
表
申
込
締
切

７
月
上
旬	

令
和
４
年
度
決
算
会
計
監
査

７
月
９
日　
　

	

第
２
回
常
任
理
事
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）

		


２
０
２
３
年
度
例
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
ラ
イ
ブ
配
信
）

８
月
下
旬　

 	

第
２
回
理
事
会
（
メ
ー
ル
会
議
）

９
月
下
旬　

 	

《
大
会
最
終
案
内
》《
大
会
レ
ジ
ュ
メ
集
》
発
行
及
び
発
送

10
月
28
日	

第
３
回
理
事
会
（
定
例
）（
於
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
春
日
井
）

		


令
和
５
年
度
総
会
（
於
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
春
日
井
）

		


第
33
回
大
会
１
日
目
（
於
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
春
日
井
）

10
月
29
日	

第
33
回
大
会
２
日
目
（
於
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
春
日
井
）

10
月
31
日	

第
33
号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
発
行
及
び
発
送

12
月
下
旬　

 	

第
４
回
理
事
会
（
メ
ー
ル
会
議
）

12
月
31
日	

第
34
号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
投
稿
申
込
締
切

１
月
15
日	

第
46
号
《
会
報
》
発
行
及
び
発
送

２
月
上
旬	

第
17
期
名
簿
・
第
18
期
役
員
選
挙
投
票
通
知
発
送  

２
月
下
旬	

第
18
期
役
員
選
挙
投
票
締
切

２
月
29
日	

２
０
２
４
年
度
例
会
発
表
申
込
締
切

３
月
３
日	

選
挙
選
出
理
事
に
よ
る
緊
急
懇
談
会  

３
月
17
日	

第
17
期
・
第
18
期
新
旧
役
員
合
同
理
事
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）

３
月
31
日	

第
34
号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
投
稿
原
稿
締
切

（
局
長　

尾
川
明
穂
）

　

◆
会
計
局

年
会
費
に
つ
い
て
の
お
願
い

　

本
号
に
年
会
費
納
入
用
の
郵
便
振
替
用
紙
を
同
封
し
て
い
ま
す
。
年
会
費
は
、
６
月
30
日
ま
で
に

ご
納
入
く
だ
さ
い
。
な
お
、
令
和
５
年
３
月
現
在
、
会
費
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
本
年
度
分
に

滞
納
年
度
分
を
加
算
し
た
金
額
が
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
速
や
か
に
全
額
を
ご
納
入
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
３
年
以
上
滞
納
の
方
は
、
す
で
に
導
入
さ
れ
て
い
る
「
長
期
会
費
滞
納
者
の
自
動
退
会
（
除

籍
）
制
」
の
適
用
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、退
会
（
除
籍
）
適
用
対
象
者
と
な
っ
た
場
合
で
あ
っ

て
も
、
退
会
届
提
出
の
年
度
分
ま
で
の
合
算
額
に
お
け
る
学
会
費
の
請
求
権
は
消
滅
し
ま
せ
ん
。
本

件
に
関
し
て
、
会
員
台
帳
別
表
に
て
管
理
の
上
、
適
宜
納
入
請
求
を
続
け
る
こ
と
が
総
会
に
て
決
定

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
海
外
在
住
の
会
員
の
方
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
年
会
費
の
納
入
が
可
能
で
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
振
興
局
所
掲
の
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
局
長　

増
田
知
之
）

◆
事
務
局

修
了
な
ど
に
よ
り
学
籍
を
離
れ
た
方
へ

　

本
学
会
で
は
、
学
生
会
員
の
「
有
期
会
員
制
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。「
会
員
変
更
申
込
書
」
の

提
出
に
よ
り
一
般
会
員
資
格
の
付
与
な
ど
が
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
今
春
に
学
籍
を
離
れ
た
方
は
必
ず
ご
提

出
く
だ
さ
い
。「
会
員
変
更
申
込
書
」
は
、
学
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

な
お
、「
会
員
変
更
申
込
書
」
下
の
「
紹
介
会
員

氏
名
」「
役
員
推
薦
氏
名
」「
理
事
会
承
認
」
各
欄
の

記
入
は
不
要
で
す
。
書
類
送
付
や
お
問
い
合
わ
せ
は
、

振
興
局
所
掲
の
事
務
局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

会
員
名
簿
発
行
に
伴
う
情
報
提
供
の
お
願
い

　

本
年
度
に
会
員
名
簿
を
発
行
す
る
予
定
で
す
。
ご
住
所
・
ご
所
属
・
会
員
種
別
等
の
変
更
や
修
正

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
振
興
局
所
掲
の
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
転
居
や
所
属
の
変
更
が
あ
っ
た
会
員
を
ご
存
じ
の
場
合
は
、
本
人
に
確
認
の
上
、
事
務
局
ま

で
お
知
ら
せ
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

令
和
５
年
度
事
業
・
活
動
計
画
（
案
）

　

本
来
な
ら
ば
総
会
で
承
認
を
得
る
べ
き
も
の
で
す
が
、
現
段
階
で
の
予
定
と
し
て
こ
こ
に
お
示
し

い
た
し
ま
す
。
変
更
等
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　

事
務
局
（
㈱
毎
日
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
内
）
へ
の
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
の
一
部
テ
レ
ワ
ー
ク
実
施
に
伴
い
、

後
日
の
ご
連
絡
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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ル
イ
・
ア
ラ
ゴ
ン
の
墓
参
り

中
津　

雅
美

　

１
９
５
０
年
代
に
、
ル
イ
・
ア
ラ
ゴ
ン

(

１
８
９
７
～
１
８
９
２)

の
詩
を
題
材
に

前
衛
的
な
書
作
品
を
制
作
し
た
大
澤
雅
休

(

１
８
９
０
～
１
９
５
３)

・
竹
胎(

１
９
０
２

～
１
９
５
５)

兄
弟
が
居
た
。
第
二
次
大
戦
直

後
の
書
道
界
は
、
新
旧
の
表
現
が
入
り
交
じ
り

混
沌
と
し
て
い
た
。
そ
ん
な
折
、
１
９
５
１
年

に
雅
休
は
ア
ラ
ゴ
ン
の
詩
に
出
会
い
、
鎧
わ
れ

た
現
実
か
ら
自
由
な
世
界
へ
の
展
開
を
希
求
し

て
「
鎧
戸
」（
群
馬
県
立
近
代
美
術
館
蔵
・
佐

久
市
立
天
来
記
念
館
蔵
）
を
制
作
し
た
。
４
年

後
、
弟
の
竹
胎
も
「
ア
ラ
ゴ
ン
平
和
の
歌
」（
五

島
美
術
館
蔵
）
を
制
作
し
た
。

　

私
は
今
年
の
５
月
、
伯
父
と
父
（
竹
胎
）
の

作
品
の
写
真
を
携
え
て
、
ア
ラ
ゴ
ン
記
念
館
を

訪
れ
る
予
定
で
あ
る
。
ア
ラ
ゴ
ン
氏
は
、
お
墓

の
中
で
喜
ん
で
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。

韓
国
の
小
学
校
に
お
け
る
書
芸
教
育
の
実
践

野
田　

悟

　

東
京
学
芸
大
学
の
草
津
先
生
の
ご
案
内
に

て
、
３
月
23
日
（
木
）
午
後
３
時
よ
り
、
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
「
日
中
韓
書
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
２
３
」
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
本

年
度
は
昨
年
度
の
中
国
の
小
学
校
書
法
教
育
に

引
き
続
き
、
韓
国
の
小
学
校
の
書
芸
の
授
業
の

録
画
を
拝
見
し
ま
し
た
。
今
回
の
２
校
の
い
ず

れ
の
児
童
も
心
か
ら
楽
し
く
筆
を
持
っ
て
ハ
ン

グ
ル
を
書
く
様
子
が
と
て
も
印
象
に
残
り
ま
し

た
。
そ
の
中
で
も
「
中
鋒
」
や
「
逆
筆
」
等
専

門
用
語
を
使
用
さ
れ
て
い
る
部
分
、
国
語
の
教

育
の
み
に
重
き
を
置
か
れ
て
い
る
日
本
の
「
書

写
教
育
」
と
は
違
い
、
書
に
お
け
る
視
点
の
多

様
性
も
感
じ
ら
れ
、
ま
た
線
の
芸
術
性
も
細
か

く
指
摘
し
て
い
ま
し
た
。

　

中
国
書
法
と
も
比
較
し
て
、
書
の
歴
史
を
小

学
校
か
ら
学
ぶ
所
か
ら
も
、
日
本
と
は
大
き
な

隔
た
り
を
覚
え
て
し
ま
い
ま
す
。

風
景
画
に
点
景
を
描
く
意
味　
　
　
　
　

 
春
田　

賢
次
朗

　

今
年
は
中
村
不
折
の
没
後
80
年
に
あ
た
り
ま

す
。
勤
務
先
の
台
東
区
立
書
道
博
物
館
で
は
、

５
月
２
日
（
火
）
～
８
月
27
日
（
日
）
の
間
、

フ
ラ
ン
ス
留
学
ま
で
の
修
業
時
代
に
焦
点
を
当

て
た
企
画
展
（
前
期
）
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

洋
画
研
究
の
た
め
に
上
京
し
た
不
折
は
、
小

山
正
太
郎
の
私
画
塾
不ふ

同ど
う

舎し
ゃ

に
入
り
ま
す
。
不

同
舎
の
生
徒
が
展
覧
会
に
出
品
す
る
風
景
画
の

多
く
は
、
小
山
に
よ
っ
て
点
景
が
加
え
ら
れ
た

よ
う
で
す
。
小
山
が
点
景
を
重
視
し
た
の
は
、

風
景
が
た
だ
の
風
景
で
は
面
白
く
な
く
、
生

活
の
あ
る
現
象
を
織
り
込
む
た
め
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　

普
段
芸
術
に
接
す
る
こ
と
の
少
な
い
鑑
賞

者
に
と
っ
て
、
自
身
の
営
み
と
の
距
離
が
あ

ま
り
に
大
き
い
と
無
関
心
や
拒
絶
を
引
き
起

こ
し
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
回
避
し
て
、
ど

の
よ
う
に
好
奇
心
を
く
す
ぐ
る
か
。
こ
れ
か

ら
の
課
題
で
す
。

若
者
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
の
字
体
学
習

李　

松
華

　

３
月
中
旬
に
一
時
帰
国
し
た
際
、
姪
の
宿

題
ノ
ー
ト
で
丸
い
字
体
を
見
つ
け
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
知
っ
た
。

若
者
は
気
軽
に
さ
ま
ざ
ま
な
字
体
に
触
れ
、

日
常
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
筆
記

デ
バ
イ
ス
が
普
及
し
、
書
道
創
作
の
形
態
も

変
化
し
て
い
る
が
、
唐
紙
や
和
紙
に
書
か
れ

た
文
字
の
質
感
を
伝
え
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

一
方
、
先
端
技
術
の
発
展
が
書
道
に
も
た

ら
す
も
の
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
多
く
の
人
が
書

道
に
触
れ
、
伝
統
文
化
へ
の
興
味
を
喚
起
す

る
こ
と
で
、
書
道
の
普
及
に
広
い
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
提
供
し
て
い
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
書
道
の
伝
統
的
精
神
と

価
値
観
を
保
持
す
る
方
法
の
模
索
は
、
す
で

に
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

談
話
室

◆
昔
の
職
場
の
伝
手
で
榎
本
武
揚
の
書
に
つ
い
て

調
べ
て
い
ま
す
。
調
べ
て
み
る
と
、
印
刷
物
を
模

倣
し
て
作
ら
れ
た
も
の
、
明
ら
か
に
本
人
と
は
異

な
る
「
現
代
」
的
書
法
で
認
め
ら
れ
た
も
の
な
ど
、

多
様
な
贋
作
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

き
ま
し
た
。�

（
髙
橋
佑
太
）

◆
五
島
美
術
館
に
入
り
早
３
年
半
が
経
ち
ま
し
た
。

今
秋
は
当
館
収
蔵
の
国
宝
《
源
氏
物
語
絵
巻　

夕

霧
》
も
出
陳
さ
れ
る
「
や
ま
と
絵
―
受
け
継
が
れ

る
王
朝
の
美
」（
東
京
国
立
博
物
館
）、さ
ら
に
は
「
北

宋
書
画
精
華
」（
根
津
美
術
館
）
な
ど
、
都
内
で
日

本
書
道
史
・
中
国
書
法
史
に
関
わ
る
超
大
型
の
特

別
展
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
楽
し
み
で
な
り
ま
せ

ん
。�

（
佐
々
木
佑
記
）

◆
母
校
の
恩
師
か
ら
新
学
期
に
向
け
て
部
活
の
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
を
新
調
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
文
字

を
揮
毫
し
て
ほ
し
い
と
の
連
絡
を
受
け
書
か
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
拙
い
文
字
で
恥
ず
か
し
い
感
情
は

あ
り
つ
つ
も
、
私
の
書
い
た
字
で
恩
師
が
喜
ん
で

い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
出
来
、
幸
せ
な
気
持
ち
に

な
れ
ま
し
た
。�

（
村
田　

萌
）

◆
こ
の
と
こ
ろ
、
書
家
の
先
生
方
に
話
を
伺
う
機

会
が
多
い
。
古
典
、
文
房
具
、
書
論
、
社
会
情
勢
、

作
家
を
取
り
巻
く
す
べ
て
を
な
い
交
ぜ
に
し
て
書

が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
や
は
り

作
家
の
話
は
面
白
い
。�

（
髙
橋
利
郎
）

編　

集　

後　

記


